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木綿工業 の特殊性,・と くに木綿工業 の羊毛工業か らの異質性につい て検討す
る前 に,両 者 の類似性 と連続的性格につい て検討す る ことに し よう。 そ うす る
ことに よって,木 綿工業 の歴史的役割 とそ の特殊性について,よ り深 く,し か
もよ り正 し く把握す ることが可 能 とな るであろ う。
{1)外来産 業と しての木 綿工業 と羊毛工業
両者 の類似点についてあげれ ば,先 ず両者 ともに,遠 い昔 のことは さておい
て,直 接的には,ヨ ーロ ッパ大陸か らの外来産業 であ るとい う点であ る。
④ 外来産業としての羊毛工業
イングラン ドにおけ る繊 維工業の起源につ いては,ほ とん ど知 られていない
状態 である。だが,サ マ ーセ ッ トの グラス トンベ リの レー ク ・ビ レ ッ ジ(the
Lake-village。fGlastonbury)やその他の ところでの織 物生産に使用 された粗末
な道具 の発見は,織布が先史時代 の遺物 であ ることを証 明してい るω。
捌 明 大 商 学 論 叢
そ の 後 も,イ ン グ ラ ン ドに おい て,紡 績 や 織 布 に 関す る多数 の遺 跡 あ るい は
資 料 が 発 見 され て い る。 す なわ ち,ロ ■マ 皇 帝 デ ィオ クレテ ィア ヌス(Diocletia・
nus,DiocletianA.D.284-305)の法 令 の 中 で は,イ ギ リス人 の織 物 に つ い て 言
及 され て お り,ま た シ ル チ ェス タ ーに お い て は,染 色作 業 所(dyeingworks)の
遺 物 が 発 見 され て お り,ケ ン トや サ リーや グ ロス ター シ ャー に お け る 田舎 の住
居 跡 か らはfullingの跡 が 発 見 され た 。さ らに3世 紀 また は4世 紀 頃 の地 理 学 者
であ る デ ィオ ニ イシ アス ・ペ リゲ テ ス(DionysiusPeriegetes)によれ ば,ロ ・一マ
人達}ま,ロー マ皇帝が使用するための立派な毛織物を生産するための皇室織布
製 造 所(imperialweavingmanufactory)を,イン グ ラン ド南 部 の ウ ィン チ ェス
タ ー(Winchester)に持 って い た(2)。
以 上 の よ うに,先 史 時 代 や 古 代 に おけ る繊 維 工 業 に関 す る遺 跡 が イン グラ ン
ド南 部,あ る いは 南 西 部 か ら発 見 され,さ らに そ の地 方 に お け る古 代 の繊 維 工
ハ
業 に関す る記述 を発見 し得たわ け であ るが,毛 織 物 および羊毛工業は,最 初か
ら イングラン ドに存 在 していたわ け ではな く・ ヨー ロッパ大陸か ら移殖 ・導入
され た ものであ る。中近東にお いては,ヨ ーロ ッパ よ りも古 くか ら羊 毛工業が
存 在 していたが,ヨ ・ー一・ロ ッパにおけ る羊毛工業 の歴史は,低 地方諸 国(theLow
C・untries)やイタ リアの フローレンスには じまる。低地方諸国におけ るフラン
ダe-一一ス(Flahders)は,すでに ローマ の占領時代か ら イタ リアへ毛織 物を輸 出し
ていた。'
たえず フラン ダースか ら イン グラン ドへ の毛織 物技術の移殖 ・導 入が行なわ
れ たわ けであ るが,そ れは,ロ 「マに よるイン グラン ド支配 時代 以後 とくに
ウ ィリアム1世(WilliamI,theConqueror,1066-1087)によるイングラン ド支
配時代 以後,フ ラン ダースの織 布工 の入植 とともに行なわれ た。12世紀以後に
お いては,羊 毛工業 の存在 に関 す る豊富 な資料 が存 在 してい る③。12-13世紀
に なる とヨー クシ ャーにおけ る ヨー ク(Y・rk)に関す る記録が存在す るよ う に
な る。 その こ とか ら,わ れわれは,織 維工 業が都 市 と農村 にし っか りと根を張
っていた ことを推測す る ことが でき る。 その最初 の証拠 を,2つ の偉大な宗教
'
的 中心地 であ った ヨー クとベバ ー リー(Bevetley)において見 ることがで きる。
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そ こに お い て は,羊 毛工 業 は,は じめ か ら ギ ル ド組 織 の も とにあ った。 ヨ ー ク
の織 布 工 につ い て は,1164年のパ イプ ・ロー ル(PipeR・ll)の中 では じめ て 言
及 され て い る④。,
イギ リス羊 毛 工 業 の信 ず るに た る歴 史(theauthentichist・ry・ftheEnglish
w・・llenindustry)は,ノル マ ン征 服(theN・rmanC・nquest)以後 は じ ま った の
であ り,ノ ル マ ン王 朝 の ヘ ン リー1世(HenryI,1100-1135)の支 配 時代 に織 布
工 の ギ ル ド(gildsofweavers)が,ロン ドン,ウ イ ン チ ェス タ ー(Winchester)
リソ カ ー ン(Lincoln),ノォ テ ィ ン ガ ム(Nothingham),オヅクス フt一 ド
(Oxford),および ハ ンテ ィン トン(Huntington)などに 創 設 され,プ ラ ン タジ ネ
ッ ト王 朝 の ヘ ン リー2世(HenryII,1154-1189)の頃 に な る と,そ れ らの都 市
にお け るギ ル ドは か な り明確 な 存 在 とな った ⑤。
リプ ソン に よれ ば,イ ン グラ ソ ドに おけ る毛織 物 技 術 の確 立 は,12世 紀 まで
さか の ぼ り得 る(6)。12-13世紀 の ころに な る と,毛 織 物 は,国 内 市場 の た めに
生 産 され るだ け では な く,外 国 市 場 のた め に も生産 され た 。 ス タ ム ブ ォ ー ド
(Stamford)の織 物 は,1265年頃 には,べ ・・スに そ の市 場 を持 つ こ とに な り,そ
れ ら の織 物 は,ヨ ー ロ ッパ大 陸 でか な りの評 判 とな った 。 スペ イン や他 の諸 国
に輸 出 され た織 物 は,ヨ ー ク,ベ パ ー リー,リ ン カー ン,コ ゲ シ ャル,コ ル チ
ェス ター,マ ル ダ ン,お よび サ ヅ ドベ リな ど で生産 され た もの で あ った 。
ヒー トソ 自身 は,ヨ ー クシ ャー の羊 毛 工 業 の 創設 ・発 展 期 に お け る フ ラン ダ
ース 人 に よって 演 ぜ られ た 役割 が,ミ ス ごセ ラー ズ(MissSellers)のよ う な 卓
越せ る権 威 者 に よって過 大評 価 され た と考 え(7),さらに,彼 は,14世 紀 以 前 の
イン グラン ドへ の フ ラ ン ダース 移 民 の流 入 に伴 う毛織 物技 術 の移 殖 と イギ リス
羊毛 工 業 へ の フ ラ ン ダース の影 響 を過 小評 価 し,移 民 の流 入 は,主 と して ヨー
クに 限定 され た と し てい る(8)。確 か に,ヒ ー トンが 主 張 して い る よ うに,販 売
を 目的 と した 羊 毛工 業 は,自 家 消費 を 目的 と した もの か ら成長 す る もの で あ る
が,フ ラン ダー スの イ ギ リス 羊 毛工 業 へ の 影響 を十 分 理 解 しない わ け に は いか
ない で あ ろ う。 す な わ ち,イ ギ リス羊 毛工 業 につ い て 語 る場 合,14世 紀 以前 と
くに11世紀,12世 紀,14世 紀 につ い て は,フ ラン ダー ス か ら の移 民 の重 要 性 を
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考 慮 し ない わ け に は い か な い で あ ろ う。 それ と関 連 させ て イギ リス羊 毛 工 業 の
主 体 的 発 展 に つ い て 研 究 す る必 要 が あ る。
ウ ィ リア ム1世 に よ る征 服 後 の イ シ グ ラン ドは,ヨ ー クシ ャ ・ー,と くに ウ ェ
ス ト・ラ イデ ィン グ(theWestRiding)地方 へ の 他 の地 方 か らの人 口移 動 が 行 な
わ れ る程,人 ロ稠 密 で もな け れ ば,ま た,そ の地 方 は,他 の地 方 の人 口を 引 き
つ け るだ け の産 業 的 魅 力 もな か った。 そ こで,重 要 な こ とは,① 相 対 的 意 味 で
の 中 世的 束縛 か ら の 自由 と広 い荒 野 の存 在 とで あ った 。 ② そ れ に対 して,低 地
方 諸 国 に お い ては,人 口が 稠 密 で あ り,た え ず,手 工 業 者(そ の中心は毛織物業
者)や 農 民 に 対 す る政 治 的(宗 教的),経 済 的 圧 迫 が くりか え され て いた こ とで
あ る。 ③ しか も,ヨ ー クシ ャー とベ ル ギ ー とは地 理 的 に も接 近 して お り,大 陸
出身 の ノル マ ソ王 朝 や プ ラ ン タ ジ ネ ヅ ト王 朝 の 国王 達 に よる フ ラソ ダ ー ス人 の
入植 政 策 と羊 毛 工 業 の移 殖 ・導 入政 策 が 行 な わ れ た こ とな どであ る。 以 上 の諸
点 に つ い て は イギ リス羊 毛 工 業,と くに 発 生 期 の羊 毛工 業 に つ い て み る場 合,
無 視す る こ とは で き ない で あ ろ う。
1086年ウ ィ リア ム征 服 王 に よ って作 成 され た イン グラン ドの 土 地 実 測 記 録
(DomesdayBook)によ る と,当 時 の ヨー クシ ャー の 多 くの 村 々・は,荒 涼 た る広
が りを 持 った 原 野(waste)であ った 。ラン カシ ャー と ヨー ク シ ャJ-・・の ウ ェス ト・
ラ イデ ィン グは 。 事 実17世紀 ま 官 イソ グ ラン ドに おい て も っ とも貧 しい 地 方
であ った(9)。ドメス デ ィ ・ブ ッ クの時 代 に は,イ ン グラ ン ドの総 人 ロ は,200
万 人 以 下 で あ り,5,000人以 上 の人 口を 持 った 都 市 は,ヨ ー ク,プ リス トル
(Bristol),リンカ ー ン,オ ックス フ.オー ド,コ ル チ ェタ ー(Colchester),ノー リ
ッチ(Norwich),カベ ン トリー(Coventry).ノtティン ガ ム,ウ ィンチ ェsスタ
ー,ロン ドンな ど10都市 にす ぎな か った(10)。当時 の リー ズ(Leeds),は,ヨー ク
よ りもは るか に人 口が 少 な く,200人 を上 回 る程 度 であ った。 人 ロは,イ ン グ
ラン ド南 東 部 に 集 中 して お り,イ ン グラ ソ ド北 部,と くに ヨー クシ ャーや ラソ
カシ ャーは きわ め て人 口が 稀 薄 であ った。 そ こに住 ん で い る人 達 は,少 数 では
あ るが 牛 や羊 を飼 っ てい た 。
した が って,フ ラ ン ダー ス人 は,人 ロが 少 な く,封 建 的 規 制 か ら比 較 的 自由
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であ り,彼 らに とって好都 合な若干 の羊毛 の生産が行なわ れてお り,地 理的に
も接 近 していた ヨー クシ ャー,と くに ウ ェス ト・ライデ ィソグ以東 に新居 をか
まえ よ うとす るな らば,そ れは可能 であ った。 ノル マソ王朝 は,イ ン グラン ド
の他の地 方や外 国,と くに フラン ダースか ら,ヨ ー クシ ャーにおけ る人 の住 ん
でいないマナー(theuninhabitedmanors)へ人 口を移住 させた。 ウ ィリアム征服
王は,勇敢 で安住 の地を持たない フラン"「一一ス人(DrogodelaB。vererやGilbert
・fGhent)に広大 な土地を与えた。 また ノルマン王朝 は,ヨ ークを中心 とす る
地方に もフラン ダースの織布工 を移民 させた。
12世紀 の戦 闘が行 なわれた時期に,フ ラソダースの傭兵(TheFlemishmer・
cenary)が多数用い られ た証拠が ある。す なわち傭兵隊の指揮者 であ ったWi-
lliamofYpresは,ステハソの右腕 の人 であ った し,WalterofGhentは,
スタン ダー ドの戦い で彼 の同国人 の1団 を指揮 していた。 ヒー トンは,こ れ ら
の人達が,繊 維工業 と何ん らか の点 において関係が あ った ことを示 す証拠 はな
に も存在 しない と言 ってお り,さ らに彼は,彼 らが手工業者であ るよ りも戦 闘
員であ った点 を強調 してい る(11)。
しか し彼 らの 出身地は,羊毛工業が1世 紀以上 も栄 えた所 であ ったの であ り,
彼 らの中のあ る人達は,そ れ らの技 術を身 につ けていたのであ り,工 業的 な欲
求か らヨー クシ ャーに定住す るに至 ったの であ る。 また,富 め るフランダース
人達は,ほ とん ど確実に,織 布工 とそれ に関係す る労働者を含んだ側近 の1団
を人 口稀薄な ヨー クシ ャーに移 住 させた。われわれ は,こ の点を重視 しなけれ
ばならない であろ う。'
13--14世紀 になる と,外 国人の影 響 と くに フラソ ダ 一ース人の影響が顕 著 とな
る。 エ ドワー ド2世(EdwardII,1307-1327)の羊毛工業奨励政策を継承 したエ
ドワー ド3世(Edward皿,1327-1377)は,フランスにおける王位継承権 を争
って,フ ラン ダース諸都市 と結ん で,フ ランス と100年戦争を継続す るかたわ
ら,羊 毛工業 を急速に復活 ・強 化す るために,フ ラソ ダースの織 布工 を イン グ
ラン ドに多数移住 させた。 当時,低 地方諸 国には,政 治的 ・経済的原 因に よる
不安 がたえなか った ので,フ ラン ダース人は,容 易に エ ドワP・ド3世 の代理 の
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誘致の言葉に耳 をかす こととな った。
1331年に,エ ドワー ド3世 は,フ ラン ダースの毛織物工 であ るJohnKempe
と彼の召使 いや徒弟 であ る人達 に保護す る旨の手紙 を与 えた 。そ の毛繊物工は,
イングラン ドに おけ る彼 の仕事 を遂行す るため に彼 らを伴 った。 当時,エ ドワ
ー ド3世は,イ ングラン ド内で織布業に携わ るために海を渡 って くるすべ ての
織 布工 と他 の織 物労働者 に同様 の手紙 を与 えた。1337年におけ る法令は,最 も
自由な参政権 と公平 な待遇 を約束 した。 この誘致 政策に よって,外 国か ら織布
工,染 色工,お よび仕上工 の大規模 な流入がみ られた。 彼 らは,大 都市,す な
わ ち,ロ ン ドン,'ヨー ク,ウ ィンチ ェスター,ノ ー リヅチ,ブ リス トル,お よび
ア ピaン ドン(Abingd・n)・な どに住居 を構 え,そ して さらに彼 ら 自身農 村地帯
に分 散す るにいた った(12)。通常,羊 毛工業 は,最 初,南 東部 や南 西部 で発展 し,
やがて北部 の ヨー クシ ャーで最 も栄 えたのであ るが,ウ ィリアム1世 か らエ ド
ワー ド3世 の時代 にかけ ての外 国か らの技術 の導入は,ヨ ー クを中心 とす る ヨ
ークシ ャーに対 しても,南東部 と同様にほ とん ど同時に行なわれ た ことを知 る。
この ようなエ ドワ■一・一ド3世 の主 として フラン ダースか らの移民政策 と羊 毛工
業の保護 政策 に よって・14世紀の 羊毛輸 出国か ら15世紀 の毛織 物輸出国へ の準
備が着実 に進められ た。 ローマ時代か らの毛織物 移民 と毛織物技術 の大陸か ら
の流入は,14世紀 のエ ドワー ド3世 の時代 に至 っては じめて体系 化し,後 老 の
時代 におけ るそれ らの流入は,や が て到来す る重 商主義 の下に おける羊毛工業
発展 のための布石 とな った。
◎ 外来産業としての木綿工業
綿織物は,古 代 ローマ時代 に,ロ ニマ人に よって,イン ドか ら イタ リア に 輸
入 されたわ けであ るが,当 時,ロ ーマ の支配下にあ った イングラン ドに綿織物
が輸入 されたか も知れない と想像す る ことは可能か も知 れないが,そ れ を確認
す る資料は今 の ところ発見 され ていない。
その後;木 綿工業が イン グラン ドに導入 され た正確 な時期については知 られ
ていない。 しか し,ロ ー ソクの心(candle・wicks)`として使用す るために,原 綿
(cottonwool)が何世紀 もの間,少 量ずつ輸入 され ていた ことにつ いては,ヨ ー
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クシ ャーの ボ ル トン大 修 道 院 の1298年の 記 録 か ら もあ き らか な通 りで あ る《13)。
マ ンチ ェス ターは,エ ドワ 一ード2世 が 君 臨 した頃 か ら羊毛 工 業 の所 在 地 で あ
った(14)。エ ドワ ー ド3世 の 頃,と くに即 位 して1年 後 の1328年頃,フ ラ ン ダ
ース か ら イ ン グラ ン ドに 移 住 した 多 くの織 布工 達 が 各地 に散 らば った そ の直 後
に,マ ンチ ェス ター は,Manchestercottonsと呼 ば れ た 各種 の毛 織 物 の 生 産
で有 名 に な った(15)。ヘ ソ リー8世(HenrY皿,1509-1547)の時代 にな る と,マ ン
チ ェス タ ーの 羊毛 工 業 は さ らに 発 展 し,CuthbertofKendalやHodgkins'of
Halifaxらと と もに有 名 なMartinBianが マ ンチ ェス ター の織 布 業者 として
栄 え る よ うに な った 。 当時,マ ン チ ェス ター の住 民 も主 に麻 工 業 や 羊毛 工 業 を
営 み,そ れ ら に よ って,一 部 の人 達 は富 を 獲得 しつ つ あ った。
ケ ン ダル や ウ ェル ズのCottonsのよ うに,ManchesterCottonsは一 種 の 粗
実 な 毛 織 物 で あ った(16)。当時,マ ン チ ェス ターの 綿織 物 と言 わ れ た ものが,末
は 毛 織 物 であ った こ とに つ い て,ヘ ン リー-8世や エ ドワ ー ド6世EdwardVI,
1547-1553)やエ リザ ベ ス1世(Elizabethl,1558-1603)らの諸 法 令 をみ れ ば あ
き らか な通 りで あ る(17)。 ・
原 綿 は,長 い 聞,ロ ー ソ クの心 用 と若 干 の簡 単 な 小 間物 生 産 の 原 料 と して の
み イン グ ラン ドに輸 入 され て いた わ け であ るが,木 綿工 業 は,イ ン グラ ン ドに
お い て は,エ リザ ベ ス の時 代 に お い て(発 生していたか も知れないが),全 く知
られ てい なか った(18)。1610年に,木 綿 工 業 に つ い て 明確 に 記 述 して い る最 初
の資 料 が あ らわ れ てい る。 そ れ は,フ ラ ソ ダー ス系 の モ ー リス ・ピ ー タ ー ズ
(MauricePeeters)から ソール スベ リ伯爵(theEarlofSalisbury)への1通 の請
願 書 であ る。 そ れ は,ボ ムバ ジ ン(b・mbazine)とよぶ 綾織 の生 産 に 当 って,ペ
ル シ ア産 の羊 毛 とは 異 な る原 綿 が使 用 され てい る こ とにつ い て の告 発 で あ っ
た(19)。この時 代 に な る と,あ る程 度 の量 の フ ァスチ ャソ(fustians)とい う 経
糸 に廓,緯 糸 に 綿 を使 用 し た交 織 布 が 生 産 され て い る。 この こ とか らし て,木
綿 工 業 は,16世 紀 末 あ るい は17世紀 初 頭 に発 生 した よ うに思 わ れ る。
しか し,チ ャー ル ズ1世(Charlesl,1625--1M9)の時代 1641年の頃 まで は,
木綿 工 業 の存 在 に つ い ては あ ま り知 られ て い なか った。 ロパ ー ツ(LewesR《)e
290明 大 商 学 論 叢
berts)が1641年に公に した"TheTreasureofTra伍c"の中で書 いてお り,さ
らにベ イン ズがそれを継承 し,ま た主張 してい るように,マ ソチ ェス ターの木
綿工業は,1641年頃 に成立 した ことは ほぼあ きらかであ る(20)。
以上の よ うな木綿エ業 の発生 と成立に当 って,か な り重要 な役 割を果 した も
のは,羊 毛工業 の場合 とほぼ同様に 先進工業 地帯 であ った フラン ダースか らの
移民,と りわ け アン トワープか らの綿織 物工 のランカシ ャー,と くにマ ンチ ェ
ス ターへの移民 であ った。】原綿 と綿 織物は,最 初 ロニマ人に よって,イ ン ドか
ら イタリアへ輸入 され,'その後,ベ ニスの商人に よって,東 方か ら輸 入 され る
ようにな ったが,原綿が工業 用に フラン ダースに輸入 され る よ うにな った のは,
14世紀 にな ってか らであ る。 その当時 のフ ラン ダースの木綿工業は,ヨ ・一ロッ
パにおいて,最 も栄 えて いた フラン ダースの羊 毛工 業 と比較 してみ ると,全 く
問題にな らない存在 であ った。
1581年,新教徒の多 く住ん でいた ネー デルラン ドは,オ ラソ ダの商業的能力
とフラン ダー スの工業 力(と くに羊毛工業における)を 背 景に して,ス ペ インか
ら独立を宣言 したわけ であ るが,1585年には,織 物工業 の中心地 であ った アン
トワープが旧教国 であ ったスペ インに破壊 ・占領 され るに至 った。 パルマ公爵
の新教徒狩 りを免れ るために,ア ン トワー プか ら イン グラン ド,と くに ラン カ
シ ャーに多 くの織布工が亡 命 した。 これが,イ ギ リス木綿工業 の発 生を促 した
フラン ダース移民,と くにアン トワー プか らの移 民であ った ⑳ 。 この時代 の
マンチ ェスターの住民は,14世紀 にエ ドワー ド3世や ヨー クの住民 が,フ ラン
ダースか らの織物工に与 えた保護 に まさる とも劣 らな い保護 を入植者達 に与 え
た。 この ようなマンチ ェス ターの最初 の木綿工業 は,ロ ソ ドンや マンチ ェス タ
ーの商 人の下 で,移 民や貧農達に よって営 まれた フ ァスチ ャン工 業 とい う形態
を もって開始 された。
(2)羊毛 工業や麻工業の分化 ・延長形態 としての木 綿工業
木綿工 業は,羊 毛工業や麻工業 の分化 した ものであ ると同時 にそれ らの延長
形態 でもあ る。 ベ インズが 言 ってい るよ うに,マ ンチ ェスPt・一は,14世紀の中
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葉 以 後,ManchesterCottonsと呼 ば れ た 各種 の 毛織 物 製 品 の生 産 で有 名 に な
り,さ らに,ア ィ ル ラ ソ ドの麻 を 原料 と した 麻 織物 生 産 で も有 名に な った。 エ
リザ ベ ス1世 の即 位 が 行 なわ れ た 時 期 ま でに,軽 くて,安 くて,光 沢 の あ る ラ
ン ヵシ ャーの 粗 製 毛 織 物(Lancashire'sc・arsew・ollens)は,ヨ一ーロ ッパ 大 陸 に
販 路 を 獲 得 し,そ の後,30年 の 間 に,イ ギ リスの 毛 織 物 輸 出 の 中 で重 要 な地 歩
を 占め るに 至 った。 そ れ ら の 毛織 物 は,ス ペ イン や ポ ル トガルや フ ラン スに ま
で 輸 出 され,さ らに,1578年に は,ブ ラジ ル へ の 輸 出が 行 な わ れ る まで に な っ
た。 また,ラ ン カシ ャー の麻 織 物 は,大 部 分 が 国 内 消 費 の た め の も の で あ っ
た(22)。
1588年,イギ リスは,ス ペ インの無敵 艦隊(theInvincibleArmada)を敗 北
させたわけ であ るが,打 続 くスペ インとの戦争は,イ ギ リスを して多大 の船 舶
を失わせ,ヨ ー ロ ヅパ大 陸におけ る市場 を失わせ,輸 出産 業 である羊毛工 業を
深刻 な不況に お い 込 ん だ。 これ らの輸 出の不振は,循 環的 な飢瞳(recurrent
famine)やペ ス ト(plague)の突発に よって倍加 された(23)。ラン カシ ャー の 羊
毛工業 も深刻 な打 撃を受 けて,輸 出か ら国 内消費 を内容 とす る産業に転換せ ざ
るを得な くな った。 当時,国 内におけ る流 行 も変化 しつつ あ ったので,か つて
の厚手 で,し か も染色 もあ ま りよ くなか った 旧毛織物 か ら,薄 手 で,見 た 目に
もよ く,廉 価 で,し か も長 い羊毛を使用 して織 られ た平織 の系統 のウーステ ッ
ド(Worsted)や,経糸に麻,緯 糸に綿を使用 した交 織の フ ァスチ ャソの ような
新織物 に転換せ ざるを得なか った。
これ らの新織 物生産 のために,フ ランダー ス移民の持 ち込ん だ新技術が採用
され た。
当時の ランカシ ャー繊維工業 も例外 ではな く,旧 来の羊毛工業や麻工業に改
良を加え るかたちにおい て,新 毛織物工業や 発生期 の木綿 工業を作 り出した。
それ らの工業 の生産過程や 問屋制度 や市場関係において もや がて変化があ らわ
れ て くるのであ るが,当 時におい ては,ほ とん どその まま古い土台を使用 して
新 しい接穂の成長がはか られた(24)。
前述 した よ うに,無 敵艦隊 の撃破 に よる軍事的勝利 に もかかわ らず,そ の後
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発生 した ものは,ヨ ーロ ッパ大陸市場 め閉鎖 と国内市場 の沈滞 であった。 この
よ うな情 況の 中で,繊 維工業 におけ る新生産技 術の導入がみ られ,こ れ をテ コ
に,国 内市場におけ る流行 と も関連 して,短 い縮 れた羊毛を原料 とす る従来 の
毛織物(w・ollen)を改 良 して,良 質の長 毛や麻 や木綿や絹を原料 とした各種 の
新織物が生産 され るよ うに な った。
す なわ ち,厚 手 の毛織物 であ るbroad-clothやkerseyなどの旧織物にかわ
って,bay,arras,say,tapestry,mockado,stament,sergeなどの新織物が
登場 し,さ らに絹 もし くは麻 を長毛 と交織 したい っそ う新 しい ウーステ ヅ ドが
登場 した りした。 ランカシ.v'一一で も,14世紀 の中葉 以後,従 来か らの毛織物 で
あ るManchestercottonsやfrizeが生産 されていたが,エ リザベ スの晩年以
後 の時代に なると,そ のほか にbayやcarseyなどが生産 され る ようにな り,
麻や硫毛 糸を主た る原料 とは してい るが,木 綿 も混 入 され て い るsmallware
が登場 し,さ らに麻 と木綿 の合 の子 で もある ファスチ ャソが生産 され るよ うに
な った(25)。木綿工業は,従 来か らの羊毛工業 や麻工 業の発展を前提 に しなが
ら,そ の中で生 産の準備が 行なわれた とみ られ る㈱ 。
ラン カシ ャーにおけ る羊 毛工業は,ヨ ー クシ ャー,と くに ウ ェス ト・ライデ
ィン グにおけ る羊毛工業 に比較 して,後 進的 ではあ るが,両 者 ともに,広 汎 に
散 在す る小土地 保有 農民 の農村 副業的 家内工 業 として出発 した ものであ る。
農業 と工業 の結 合(theconnexionbetweenindustryandagricuhure)は,イ
ングラン ド西部におけ る よ りも北部 において よ り密接 であ った。 後者 において
は,織 布業 は,副 業(by-occupation)としてのみ存在 していた。た とえば 南 ラ
ン カシ ャーに おい ては,織 布工 は,な に よ りも先ず農民 として存在 し て い た
㈱ 。 しか し,そ れに して も,農 業的側面か ら工業 的側面 に ウ ェー トが次 第 に
移 リつつ あ った と言い得 る。
ウェス ト・ライデ ィングにおい て も,ラ ン カシ ャーに おいて も,羊 毛工業は
農業 と結びついた零細 な経営 内容 を持 っていた。 紡績工程 と織 布工 程におけ る
生産力 のアンバランスは,1人 の織布工 の下 に,5--6人の紡績工 の労働を必 要




族的協業は,次 第に織元 に よる資本家的協業へ と移行す る。.
それ と同時に,原 料の広汎 な売 買 と製品 の遠隔地 での売買が,地 方小都市に
おけ る週市 での原料 と製 品の売 買にかわ って一般的にな るにつれ て,小 商品生
産者や小織元や地方の小商人 層を支配す るブ ラヅ ドフ ォー ドや リーズ,マ ンチ
ェス ターや ボル トン,さ らに ロン ドンの大商人の勢力が一一段 と優勢に なる。 こ
れ らの関係は,'ランカシ ャーにおいては,ヨ ークシ ャーに遅れてでは あるが実
現 され るの であ り,さ らに,木 綿工業にお いては;羊 毛工 業 よ りは遅れ てでは
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但9PaulMantoux,TheIndustrialRevolutionintheEighteenthCentury,pp.202-203,(ポ
ー ル ・マ ン トー 著 ,徳 増 栄 太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠 藤 輝 明 諸 氏 共 訳 「産 業 革 命 」258頁)。
四EdwardBaines,HistoryoftheCottonManufactureinGreatBritain,pp.97,10L











原綿 と綿織 物は,最 初か ら国際 的性格 を持 っていた。
通常,羊 毛工 業におけ る原料 としての羊毛は,ヨ ー クシ ャーの場 合,そ の州
の 内部 でほ とん ど供 給 され,リ ーズや プラ ッ ドフ ォー ドやその周辺 の地 方で加
工 され,ヨ ー ロッパ大陸 や,後 には,植 民 地に も輸 出 され るよ うにな ったが,
が な りの部分が頭初か ら国内消費を 目的 とす るものであ った。 もちろん,羊 毛
が,13世紀か ら16世紀中葉にいた るまで,ス テー プル商人(staplers,merchants
efstCple)によって,フ ラン ダースを中心 とす る大陸諸 国に,最 大 の輸 出 商 品
として,販 売 され ていた こと も事実 であ り,16世紀中葉以後,羊 毛 輸出にかわ
ってマ ーチ ャン ト・ア ドベンチ ュラーズ(merchantadventurers)によって,大
陸 諸国へ未染色 ・未 仕上毛織物(whitecloth)が輸 出 され ていた ことも事 実 で
あ った。 さらに,17世紀には,ス ペ イソ産の良質の羊毛を輸入 して,そ れを原
料 とす る良質 ・安価 な新毛織物,す なわ ち ウーステ ッ ド織 の変種が生産 され る
ようにな り,染 色 ・仕上げ され た新織物は,旧 織物市場 のみならず,ス ペ イン,
地 中海諸国,中 近東諸国に まで輸出 され るに至 った こ、とも事実 であ った。
また,当 時の国王に よる未仕上 ・未染色毛織物輸出 の禁止政策 と,染 色 ・仕
上 毛織物輸 出の保護政策が展 開 され るに至 ると,前 記 のマーチ ャン ト・ア ドベ
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ソチaラ ーズは大 きな打撃を受け ることにな り,東 イン ド会社(theEastIndia
Company)をは じめ とす る特許会社(charteredcompanies)による完成毛織物輸
出が行なわれ るに至 った ことも事実 である。
それ と同時 に,羊 毛工業 に とって,イ ン グラソ ド,と くに ヨー クシ ャーが最
大の羊毛供給 地 であ り,な おかつ,も っと も大量 の毛織物製品の生産地にな り
つつ あ った のであ り,し か も,イ ングラソ ドそれ 自体が,多 量の毛織物 の消費
地 で もあ った とい うことも事実 であ った。 この ことは,伝 統的羊毛工業に対す
る封建的規制,と くに絶対主義に よる重商主義的規 制や巨大織 元 と前期的商業
資本に対す る保護政 策 と関連 して,羊 毛工業 の性格 と,原 料お よび製品の流通
過 程 の性格(問 屋制度の性格をも含む)を 決定す る重 要な条件 とな った。
羊毛工 業に対 して木綿工業 の場 合には,原 綿は,最 初,レ バソ ト貿 易諸 国や
イン ドか ら輸入 され,次 に西 イン ド諸 島,最 後に ア メ リカ合衆国 の南部地方か
ら輸入 され た。 木綿工業 における原料調達が最初か ら完全に外国 に依存 してい
た とい うことは,伝 統的 な繊維工業 としての羊毛工業か ら,そ の性格を異な ら
しめた重要 な原因 であ った。 また,製 品の販 売は,最 初,国 内需要 を充 たす た
めの ものか ら出発 しなが らも,早 急 に,ヨ ーロ ッパ大陸 に対 しては もちろんの
こと,ア フ リカ,イ ン ド,ア メ リカな どの植民地 や従属 国に対 して も行 なわれ
るように な った。
木綿工 業におけ る原綿 調達 と製品 の販売 をみて もわか るよ うに,木 綿工 業の
発展 は,頭 初か ら商業資本,と りわけ国際的商業資本の階 層的支 配の影響下 で
行なわれ て きた のであ り,奴 隷貿易や植民地 におけ る奴隷制に基礎 をおいた綿
花植栽農 園の発展 と結 びつ いていた のであ る。
木綿工業 の場合には,搾 取土壌 が イギ リス内部や西 ヨー ロッパ諸国にのみ限
定 されず,ア フ リカや ア メ リカや アジアの植民地や従属国に までお よぶ広大な
ものであ り,し か も,発 生 の当初か ら,イ ギ リス羊毛工業 の圧 力 とイン ド木綿
工業の圧 力 とたたかわ なければな らなか った とい う特殊事1青が,さ らに木綿工
業に封建的規制か らの相対的 自由が存在 した とい うことが,木 綿工 業に,最 初
に機械 を使用 させ ることにな ったのであ り,産 業革命の突破 口を作 り出 させた
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の であ り,産 業資本主義への 糸口を作 り出 させ る原 因 とな ったのであ る。
{2)木綿工業の商業資本への強度の依存
木綿工業は,最 初か ら商業資本に依存す る割合が大 であ った。
新 しい羊毛工業 としてのウーステ ッ ド工業や発生 したばか りの木綿工業 とし
て のフ ァスチ ャソ工業は,従 来か らの羊毛工業を継承 してい る側 面を持 ってい
たわけ であ るが,古 い羊毛工業が発生 し,発 展 した時期 と異な り,本 源的蓄積
がか な り進展 し,従 来か らの羊毛工業 を中心 としたマ ニ ュフ ァクチ ュアがかな
り高度 に発展 した時期 に登場 した関係上,当 時 としては,比 較的多額の資本を
必要 とし,大 資本 の階層的支 配の下 で発展せ ざるを得 なか ったω。
木綿工業は,羊 毛工業 におけ るマ ニュファクチ ュア時代 の比較的高度な生産
技 術を導 入 した関係上,ま た熟練度 の高い イン ドの木綿工業 の労働者 と競争 し
なけれ ばな らなか った関係上,ま た,国 内的 には,絶 対 主義に よって手厚 く保
護 された羊毛工業 の重圧か らのがれなければな らなか った関係上,生 産過程に
比較 的多額 の資 本を投下 しなけれ ばな らなか った。 この 点 か ら も,木 綿工業
は,前 期的商業資本 の資本力に依存 した発展の形態を とら ざるを得 なか った。
発生期 の木綿工業 の生産物 であ った フ ァスチ ャソ織や2〈・一 ミリオソ織(vet・
millions)やデ ィミィテ ィー織(di皿ities)や,その他 の織 物 の原料 であ る綿花は,
最初,キ プ ロスや ス ミル ナか ら ロン ドンに輸入 され,し か る後,マ ンチ ェス タ
ーに輸送 されて,そ れぞれのマ ニ ュファクチ ュアや家 内工業に配布 され,そ し
て加工 され,再 び ロン ドンに送 りか え され,ロ ン ドンで販売 され た り,外 国市
場 で販売 され た りした ②。
や がて,綿 花 は,イ ン ドや西 イソ ド諸島か ら リバ プt-・一ル(Liverpool)に輸 入
され,そ こか ら,マ ンチ ェス ターに輸送 され,生 産物が輸 出され る場 合に も,
リバ プールか ら世 界各地 に輸 出 され るに至 った。 また,フ ァスチ ャソ織 の他方
の原料 である麻 もアイル ラン ドや ドイツからは るば る輸入 され た。 これ らの原
料を,マ ニュファ、クチ ュアや小商品生産者の手 もとに配分す るた めには,輸 入
・輸送経路 の整備や原料販売網の組織 化や,信 用機構 の整備が必要 であ った。
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価格変動が激 し く,品 質鑑定に高度の技術を要 し,長 期間の信用 を伴い,相 当
多量の資本 を必要 とし,遠 隔地 との取 引 きを内容 とす る原綿 の購 入や綿織 物の
販売においては,小 マ ニュフ ァクチ ュアや小商品生産者 は,最 初 か ら原料市場
や販売 市場か ら締め 出 され,彼 らは,上 部資本 としての前期的商業資本に依存
せ ざ るを得 なか った。
当時 の ロン ドンは,原 綿 の輸入 にお いて も,ま た綿織物や毛織物や麻織物 の
内外 への販売市場 として も重要な地位 を しめ ていた。毛織物や麻織 物の売 買を
大規模 に行 なっていた テ ィピ ィン グ家(Tippings)と密接 な関係において発展 し
たチ ェザ ム家(Chethams)やリグ リー家(Wrigleys)は,ロソ ドンで,大 量 の原
綿を購入 して,マ ンチ ェス ターで,商 人や生産者 に売 却 した。
また彼 らは,綿 花商 として機能 しただけではな く,フ ァスチ ャン織等を商 う
綿織 物商 としてマンチ ェス ターで買占めを行ない,ロ ソ ドンに輸送 して,こ こ
で大規模 な売却 を行 な っていた。 同時 に,彼 らは,仕 上工程の管理者 としての
役割 も果 してい た。 と くにチ ェザ ム家は,大 貿易商人 としての役割をほ とん ど
果 さなか った として も,ロ ン ドソや マンチ ェスターにおけ る原 料購 買市場や製
品販売市場の独占者 としての役割 を果 し,同 時に,マ ソチ ェス ターにおけ る当
時の木綿工業におけ る生産の組織 者 としての役割 を果 していた(3)。
原料購買市場や製 品販売市場 か ら遮断 され ていた小 マ ニュフ ァクチ ュアや小
商品生産者達は,各 種の商業資本 の階層的支配 を受け なが ら,巨 大な商業資本
への依 存を強 めた。 た とえチ ェザ ム家が没落 した として も,生 産者の商業資本
への依存 ・従属はや まなか ったの であ り,と くに木綿工業におい てその傾向は
顕著 であ った。
羊毛工業 の場合 よりも,木 綿工業 の場合の方が,最 初 か ら商業的 ・問屋制的
支配が強か った。
ランカシ ャー木綿工業 の場 合には,名 誉革命以前 の段階 から,ロ ン ドン 商
人,あ るいは マンチ ェス ター商人を 頂点 とす る ピラ ミッ ド型の問屋制的支配体
制が存在 していた。 ヨー クシ ャーの羊毛工業 の場合に も,ロ ン ドン商人や リー
ズや ブラ ッ ドフォー ドの商人に よる毛織 物工や紡績工 に対す る問屋制的支配が
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存在 していたわけ であ るが,一 部分 の高級羊毛を スペ イソか ら輸 入 していた以
外は,大 部分 の普通原毛を同 じヨー クシ ャー内 で調達 してお り,ま た坦来上 っ
た毛織物を諸外 国に も輸 出したが,国 内において も,と くに地元の諸都市 の週
市に おい て,自 由に販売す ることがで きた時期がかな り長期間に渡 った ため,
問屋制商業資本 の支配は,木 綿工業 の場 合 よりもはげ し くはなか った。
ヨー クシ ャーにお いては,自 営農 民 で もある織元が,付 近の原料供給商 で も
あ る商人か ら原毛 の調達を現金 と引 き替えに行ない,他 方,出 来上 った毛織物
を商人 に現 金 で売 った り,ま た原毛を,商 人か ら掛買い し,他 方,商 人に掛売
りした りして,そ れ ぞれ 相互 に信用関係を結び,一 定の商人に支配 されずに 自
由に生 産 し,取 引 きす ることさえ可能 であった。
この よ うな羊 毛工業におけ る自由な発展 も,旧 毛織物工業 時代に おいて,自
営 農民の広汎 な存在 とともにかな り見受けられたわ けであ るが,技 術的 ・経済
的 にかな り高度化 した新 毛織物工業 の時代にな ると,す べての点で劣弱 な小織
元は,地 方都市に おけ る週市の没 落 とともに衰 退 して,商 人への従属度 を強め
る ことにな る。
それ で も,世 界市場を最初か ら股にかけ,し か も新織物工 業の一種 として分
化→発展 して きた木綿工業 の場合に比 較す ると,従 来か ら保護 ・育成 され て き
た羊 毛工業 の場合には,問 屋制商業資本に よる支配は強 くはなか った。
ランカシ ャー木綿工業 の問屋制的支配 の構造 は,fust三andealers→fustian
makers→fustianwearversとい うピラ ミッ ド型を とっていた。 木綿工業の場
合 には,羊 毛工業 の場合に比較す る.と,とくに,原 料 の供給地 が限定 され てお
り,し か も遠 隔地 であ った とい うこととも関係 して,終 始商業資本的支配が強
く,と くに問屋制的支配が強か った と言い得 る。 木綿工業 の場 合,原 料や完成
品の売買は,チ ェザ ムや リグ リーな どの前期的大商業資本家の手を通 じて行 な
われ,仲 介商 人(Middlemen)でもあ る彼 らの取引量が増 大すればす るほ ど,生
産者へ の信用貸 しは多量にな り,生 産者の商人への従属は明確 な もの とな る。
17世紀 の末期 までに.以 上の ような商業資本的支配,と くに,問 屋制的支配 が
完成 した④。
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{3)木綿工業の封建的規制か らの 自由(他 の伝統的な繊維工業に比較して)
ラン カシ ャーは,他 の繊維工業 の中心地に比較 して封建 的規制 の対象 となる
ことが 少なか った。
この ことが,ラ ンカシ ャーにおいて,木 綿工業 の端初的形 態であ る新織物工
業,と くに フ ァスチ ャソ工 業を発生 ・発展せ しめた1つ の理 由で もあ った。古
くか ら,羊 毛工業が発展 してきた イン グラン ドの諸地方においては,伝 統的 な
産業の保護政策 と,新 し く仕事をは じめ よ うとす るものへの封建的規制が きび




織 布工 条令が公布せ られ るに至 った理 由を,織 布工 条令の前文は,次 の よう
に要約 してい る。す なわち,① 富裕 な織 元(richandwealthyclothiers)は,彼
ち の家の中に種 々の織機を設 置 し,そ れ らを 日雇職 人や不 熟練労働者 に使用 さ
せ,多 数の織布 に精通 した本来の職人 と彼 らの家族 を衰滅 させた。②織元 の手
中に織 機を集中 し,貧 乏 な職人達が,彼 ら自身 と彼 らの家族(妻 子)を 扶養 で
きない よ うな不 当に高い賃貸料(unreas・nablerents)で織機 を貸 出して い る。
③織元が織布お よび織 物の製造に 当 って,非 常に安い賃金を労働者 に与 えて雇
用した(7)。以上の前 文は,16世紀中葉におけ る都 市 と農村 の利害関係 の衝突,
す なわ ち,農 村 に新 し く登場 してきた マニュフ ァクチ ュラーとしての織元 を,
封建的規制(特権)の 中で発展 して きた都 市の織元が,法 令 の名を借 りて手 きび
し く批判 してい ることを示 してい る。
織布工条令の 目的 は,特 権都市(corporatetowns)また は 市場都市(market
t・wns)の外側 に居住 してい る織元 や織布工 の増加や,彼 らの勢力の増 大を最大
限に抑制す ることに よって,都 市側 の利益,と くに特権都 市の織元 の利益 を保
護す ることにあ った。
それ らの ことを実現す るために,① 織布工条令は,都 市 の外側に住 んでい る
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農…村の織元(clothiersdwellingoutsideacity)の場合には,毛 織 物織 機1台 以
外所有 してはな らない し,ま た織機 やそれ を設 置 してい る家 屋を貸す ことに よ
って利益をあげてはならない としている。 ②農村 の毛織物織布工(countryw・-
ollenweavers)の場合には,織 機 を2台 以外所 有 しては ならない し,ま た2台 以
外 の織機か らいかな る利益 を も獲得 しては な らな い。 ③織 布工は,tucking-
millを所有 しては ならない し,ま た仕 上工 または染色工 として働 いては な ら
ない。④仕上工は,家 の中に織機を所有 しては ならない。⑤従来か ら事業 を営
んでいなか った者は,織 物を生産す るこ ともで きないし,ま た特権都市あ るい
は市場都布,さ らにあるいは過去10年間,常 に織物 の生産が行 なわれ てきた と
ト
ころ以外 の場所 で,い か な る種類 の広幅毛織物 を も生産す ることもできない。
⑥農村 の織布工は,2人 以外に徒弟 を雇 用 し得 ない。⑦ いか なる者 でも7年 の
徒弟年季(seven-years'apprenticeship)を終 了 しなけれ ば職 につ くことはできな
い0
1555年の織 布 工 条 令 に お い ては,ヨ ー ク(y・rk),カム・ミー ラン ド(Cumber-
land),ノーザ ム 〈ー・一ラソ ド(Northumberland),ウェス トモP-…ラ ン ド(Westmorland)
な どが そ の条 項 か ら適 用 を 除 外 され た。 当時,ラ ン カシ ャー には,羊 毛 工 業 な
どの繊 維工 業 が 存 在 しては い た が,あ ま り有 名 では なか った。 それ に もか か わ
らず,こ の 条令 の 適 用か ら 除 外 され な か った 。 しか し,ラ ン カ シ ャーは,相 対
的 に未 発 達 であ り,し か も,ウ ェス ト ・ラ イ デ ィソ グ と同 じ よ うに特 権 都 市 を
ほ とん ど持 た な か った の で.チ ェシ ャー(Cheshire)など と と もに,徒 弟年 季 制
度 を 除 い て,こ の条 令 の適 用 を まiQがれ る こ とが で きた(8)。
織 布 工 条 令 は,付 随 的 に は,貧 しい 職 人 を 保 護 す るのに 役 立 った か も しれ な
い が,そ の 主要 な 目的 は,農 村 の 資本 家 層,あ るい は新 興 の マ ニ ェ フ ァ クチ ュ
アの 成 長 を 抑制 す る こ とに よ って,都 市 の 特 権 的 な雇 主 の手 中 に 工 業 支 配権 を
保 持 す る こ とに あ った(9)。16世紀 の 中葉 に お け る ラソ カシ ャ■・一一に お い て は,イ
ース ト ・ア ソ グ リアや イソ グ ラン ドの南 西 部 に比 較 して封 建 的 支 配 は きわ め て
弱 く,封 建 的 内部 構 造 は,条 件 さえ与 え られ れ ば,近 代 的 な方 向 に 指 向す る可
能 性 を 持 ってい た。 同時 に それ ば か りでは な く,こ の地 方 に おい ては,農 村 に
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おいてみ るぺ き発展 もな く,し か も農村や新興 のマ ニュファクチ ュアと対立す
るよ うな特権都市 もほ とん ど存在 しなか った。 この よ うな点か らすれば。 ラソ
ヵシャーは,ヨ ー クシ ャー よりも封建的支 配か ら自由であ った のであ り,さ ら
に羊毛工業 の発展が遅れていたので,新 織物 の生 産を開始す るのには障害が よ
り少なか った と言い得 る。
㊦ ランカシャー木綿工業の徒弟条令=職人条令からの自由
エ リザベス1世 の工業立法(industrialcOdeofElizabeth)であ る徒弟 条 令==
職人条 令は,1349年の労働者勅令(OrdianceofLab皿rers)以後 の労働諸立 法,
す なわち労働者諸条令(StatutesofLabourers)を,本源的蓄積期,と くに16世紀
中葉のマ ニュファチ ュアの登場期に,絶 対主義 の観点か ら集大成 した新労働立
法 であ る。
したが って,こ の条令は,前 述 した織布工条 令 よ りも,さ らに組織的 ・体系
的な ものであ った と言い得 る。 この条令は,エ リザベス1世 の治世第5年(15
63年)の制定法 第4条 「職人,日 雇,農 業奉公人,お よび徒弟 に対す る諸命令
に関す る法律」(AnActtouchingdiversOrdersforArtificers,Labourers,Ser.
vantsofHusbandryandApprentices)の略称 であ る(10)。
この条令 の特徴 の第1は,旧 来の特権諸都 市において行なわれ ていた最低7
年間徒弟 として修業 しなければ,な に人 といえ ども職につ くことが できない と
い う内容の地域的 な徒弟制度を,場 所の区別な く全 国的規模に まで拡大 した こ
とであ る。 したが って,こ れは,7年 の徒弟年季 としての修業期間を経過 しな
い と,イ ギ リスのいか なる地方において も,職 につ くことが できない とい うき
び しい もの であ った。 さらに,そ こでは,徒 弟 の数が制限 され,徒 弟 の数 と成
人労働者の数 の比 率は一定に保たれ た。 また,両 親がその職業 と無関係 であ る
徒弟の場合は,高 額 の入門料を支払 わ された。伝統的 な手工業者 とその支配老
に とって重要な ことは,同 職組合の優秀な新 規加 入者 を確保す る ことよりも,
現在 の組合員に一 種の世襲的 な独 占を保証す ることであ った(11)。
その第2の 特徴 は,旧 来の画一的な法定最 高賃 金制 に代 って,各 州 の治安判
事に よる裁定 賃金制(assessmentofwages)が採用 された ことであ る。 この条令
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に よっ て,は じめ て裁 定 賃 金 制 が 施 行 され る よ うに な り,各 州 の実 情 に 応 じ
て,諸 物 価 との関 連 に おい て 賃 金 が裁 定 され る よ うに な った。 しか し,こ の 場
合 で も,裁 定 賃 金 が そ の とき の最 高 賃金 で あ り,し たが って従 来 の最 高 賃金 制
の 原 則 は 維 持 され た(12)。
しか し,ラ ン カ シ ャーの繊 維 工 業 の場 合 には,主 要 な織 物 工 業 地 帯 に お い
て,農 民 の子 弟 の 競 争 か ら職 人 を 守 るた め に存 在 した1563年の徒 弟条 令=職 人
条 令 の財 産 資 格 規定(propertyqualification)の適 用 か ら除 外 され た 。通 常 の繊 維
工 業 の場 合 に は,年 季 奉公 が で き るのは,年 牧3ポ ン ドの土 地 牧 入 の あ る 自由
土 地保 有農 民 の 子 弟(theSOnsof£3freeh・lders)または,少 な くと も年 間3
ポ ン ドの牧 入 を 得 る こ との で き る土 地 を持 った 織 布 工,ま た は 両 親 の子 弟(the
sonsofweaversorofparentswithlandsoftheyearlyvalueofatleast£3)に
か ぎ られ て い た。 こ うして,農 村 人 口の完 全 に4分 の3の ものか ら,こ の繊 維
工 業 に 進 出す る機 会 を 奪 った。
しか し,こ の資 格 制 限 は,フ ラ イ ズ織,コ トン織(こ こでは綿織物 ではな く毛
織物の一種),あ るい は 家 庭 用 の織 物 を織 って い る カムバ ー ラソ ドや ウ ェス トモ
ー ラ ソ ドや ラ ン カ シ ャーや ウ ェル ズの毛 織 物 織 布 工 に は 適 用 され なか った 。 ま
た,家 庭 用 織 物 の み を生 産 し てい る亜 麻 布織 布 工 や 仕 上 工 や 毛織 物 織 布 工 は,
財 産 を 持 た な い 人 達 の子 弟 を徒 弟 とし て採 用す る こ とが で きる とい う恩 恵 を,
この 条 令 か ら受 け る こ とが で きた(13)。これ も財 産 資 格 規 定 か ら の適 用 除 外 を
意 味す る。
当時,ラ ン カシ ャ ーに お い て も,中 世 的 な 都 市 経 済 を 代 表 す る よ うな諸 都 市
が 存 在 して い た こ と も事 実 で あ る。 例 えば,そ れ らは リバ プ ール,ウ ィ ガ ン
(Wigan),ラン ヵ ス ター(Lancaster),プレ ス トン(Preston).などの 諸 都 市 で あ
り,隣 接 す る諸州 に お け るチ ェ ス ター(Chester),ケソ ダ ル,ヨ ・一クな ど と同様
に,都 市 の 独 占 的 な権 利 を主 張 す る特 権 都 市 であ った。 リバ プ ール と プ レ ス ト
ンに は ギ ル ドが 存 在 して い たが,あ ま り高度 に 発 展 して は い な か?た 。
16世紀 の 中 葉 に お い ては,都 市 の排 他 的 特 権(theexclusivePrivilegesofc・r-
poオations),年季 奉 公 の法 律 的 強 制(thestatutoryenforcementofapprenticeship),
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定 住 法(thelawsofsettlement),治安 判 事 に よ る賃 金 の 裁 定(thefixingofwages
bythejusticesofthepeace)が,かな り広汎 に実 施 され て いた が,後 に 産 業 革
命 の 中心 地 とな る マ ソチ ェス タ ー とバ ー ミソ ガム(Birmingham)は,それ ら の
規 制 か ら完 全 に では ない に して も,ほ とん どまぬ が れ る こ とが で きた 。 前 述 し
た と ころか ら もあ きらか な よ うに,ラ ン カシ ャーに は,い くつ か の 特権 都 市 が
存 在 した が,い ず れ も弱 体 であ り,都 市 と農 村 の利 害 関 係 の対 立 や 新 興 マ ニ ュ
フ ァ クチ ュア に対 す る抑 圧 は,古 くか ら存 在 した 繊維 工 業 地 帯 に比 較 して,あ
ま り激 しい も の では な か った 。
ロ
マソチ ェスター,ボ ル トン.Pッ チデ …ール(Rochdale),ベリ 〈Bury),および
プラックバーン(Blackburn)は,ラソ カシ ャーにおけ る主要な商品取引の市場
であ った。 これ らの市場においては,重 量,寸 法,販 売条件 な どに関す る市場
規制以外 に,取 引に関す るなん ら特別 の規制 も存在 しなか った。 この地方にお
け る都市 の利益は.そ の周辺 の農村 の利益 と結びついていた ので,農 村の生産
者か ら都市を守 るとい うことはなんら必要 でなか った。
た とえば,非 特権都 市 ロ ッチデールは,ほ ぼ11マイル四方 の農村地域 に重要
な役割 を果 していた。 当時,ロ ッチデールには,教 会周辺 の2,3の街並 と市場
のある十字路があ るにす ぎなか った。 そこにおけ る建築物は,大 部分が,織 物
取引に使用 された旅館,羊 毛原料販売店,織 元や絹 ビロー ド商(Mercers)や洋
服生地商(drapers)の店舗や倉庫な どであ った。 また,川 の沿岸 には,縮 絨工
場や染色工場 があ った。 この町は,繊 維工業 のため の仕上 と分配が行 なわれ る
ための中心地であ り,同 時に商人や繊維工業以外 の職人のための中心地 で もあ
った。大 部分 の人 口は,町 の周辺の丘 の斜面 の小保有地 に散 らば っていた。織
元は,町 か ら数 マ イル離れた保有地において仕事 を行な ってお り,彼 らの倉庫
は,β ッチ デールの町 の中にあ った。 したが って,ロ ッチデ ール とその周辺 の
村 々の利 害関係は,対 立 していた とい うよ りも一致 していた と言い得 る。非特
権都市 ロ ッチデ ールの発展は,農 村織 元や織布工 の発展に依存 していた とも言
い得 る。
◎ ランカシャー木綿工業への規制の試みと前期木綿工業の発展
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しか し,ラ ン カシ ャーといえ ども,絶 対主義 の重商主義政策 の枠外にあ った
わけ では なか った。 農村地帯が都市を犠牲 に して発展 しは じめた17世紀 の初頭
におい ては,都 市の利益 を守 る特権組合(c。rp・rations)の支配 ・統制 下に農 村
工業 をおかん とす る試みがは じまった。 その試みは,1622年の深刻 な商業恐慌
の後 に多数 あ らわれた。隣州 の ヨークシ ャーの リーズ(Leeds)の富裕 な織元や
商人達 は,町 を特権都市に し,特 権組合を作 るための特 許状 獲得の運 動をは じ
め,特 権組合やギル ドの支配下に編み込 まれ ることに反対 していた町 の内外 の
小織物製造業者 の反対をお しきって,1626年に特 許状 を獲i得した。 しか も,リ
.一ズや レスター(Leicester)などの諸都市 は,農 村工業に対す る支配の拡大をた
えず求めていた。 、
ラソカシ ャーの麻工業 の中心地 であ った プレス トソにおいては,1628年に,
洋 服生地商,絹 ・ビP'一ド商,食 料 品商(9rocers),塩販売 業者(salters),金物
商(ironmongers),小間物商(haberdashers)などの主 要業種 の商人 を包 含 した
総合的 な特権組 合が結成 された。
そ の特許状は,1554年の法令を踏襲 して いる。す なわち,農 村商 人が,御 売
または公開定 期市(openfairs)での販売 を除い て,町 で織 物や他の商品を販売
す ることを禁止 している。 またそれは,徒 弟条令=職 人条令 を踏襲 して農 村工
業 の発展 を抑止 しよ うとしてい る。
それ に もかかわ らず,従 来 の職業を離れ て新 しい職に就 こ うとす る各種 の職
人や農業奉公 人な どが,法 令 とは反対に,種 々の商品 の売買を職 業 とす ること
に よって生計 をた てるために,プ レス トンの町に入 り込んだ。 プレス トンの特
権組合は,看 守をおいて,年 季奉公 を強制 的に守 らせ,非 居住者が取 引を行な
わない よ うに し,し か も外来 者が,自 分 自身 で生産 した商品以外の商品 を,定
期市が開かれ るとき以外 に卸 または小売 で販売 しない よ うに した。
その後,数 年 以内に,そ の特権組合は,プ レス トン周辺 の農村 の紡織工 や,
織布工 に原材料 を供給 した り,生 産物 を引取 った りす るために発生 した仲 介商
人 と大規模 な衝突 を引起す に至 った。1630年11月か らまる1年 間,ペ ス トが 大
流行 して,プ レス トンは大荒廃 した。 ペ ス トに よって,1,100人が死亡 し,さ
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らに翌年8月 中旬 までに死亡 した り,逃 亡 した りす る人 が続 出 し て,市 内 に
は,た った887人しか残 らなか った。それ とともに,経 済的窮乏化が進行す る
中 で,貨 幣的利 益 の獲得を 目的 とす る都市以外 の住民の活動が活発にな ったた
め,特 権 組合 の80人の会員達は,従 来か らの職業を失 った り,市場 を縮小 した
りせ ざるを得 な くな った(14)。
そ こで,彼 らは,1634年の初頭に,こ の よ うな深刻 な事態 の中で,貨 幣的利
益 を獲得す る機 会を持 った彼 らの競争 相手であ るプレス トン以外 の住民を枢密
院 に訴えた。 また,数 ヵ月後,多 数の農 村の商人達は,徒 弟条令=職 人条令 が
施行 され る中で裁判所 に訴 えられ た。 プ レス トンの特権組合が農村 の競争 相手
を攻撃す る場 合の武 器は,主 として,徒 弟 条令=職 人条令 の徒弟年季 の条項 で
あ った。
1616年か ら1622年に至 る間 のマソチ ェスター裁判所 記録(Manchestersessi・ns
records)は,年季 奉公 の期限が きれ る以前に,奉 公をやめ て立去 った徒弟の起
訴事件につい て18件を記録 してい る。 その うちの7件 は,麻 織物織布工 の徒 弟
に関す る ものであ った。 当時,一 定 の職業 に就 くには,年 季奉公制 度 に よ っ
て,い ち じるし く制限 されていた。それ と同時に,一 つ の職業から他 の職業 に
移動す ることも抑制 されていた。 これ らの ことは特権都市 において,強 力に行
なわ れていたわけ であ るが,非特権都市 において もみ るこ とができた。 と くに,
労働 力の移動の制 限は,特 権都市ばか りではな く,非 特権都市に も,さ らに農
村の各 教区に も共通 して行なわれ ていた。 それ らの制限は,窮 貧法 の適用,お
よび教区 で貧 民に関す る責任 を分担す る制度 のあらわれであ った(15)。
もちろん,ラ ンカシ ャー も,こ の制限 の枠外 にあったわけでは なか ったが,
羊毛工業や麻工業 の よ うに伝統的 な工業 でなか った ラソ カシ ャーのフ ァスチ ャ
ン工 業(木 綿工業の先祖としての)は,幸 にして規制 の枠外 で発生 ・発展す るこ
とが できた。特権都市や,そ こにおけ る旧繊維工業 と結 びついた勢力が,他 の
地方 と比較 して微弱 であ った ランカシ ャーにおいて,新 織物工 業であるフ ァス
チ ャン工 業,あ るいは木綿工業が発展す ることができた と言い得 る。 ランカシ
ャーの高い温度,最 高 ・最低 の差 の少ない温度は,綿 糸に例外的な細い番手噺
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作 ることに成功 させたが,木 綿工業の発生 ・発展を考 え る場 合,こ の気候 条件
のみを第一義的 な条件 としてみ ることは誤 りであ る。歴 史的 ・社会的条件の分
析 が まず第1番 にな され なければな らなVrであ ろ う。
ランカシ ャーが絶 対主義 の諸法令を中心 とした封建的規制 から比較的 自由で
あ った とい うことは,新 繊維工業が最初 か ら問屋制的支配,な い しは さらに,
よ り新 しい資本家的支配の下 で発展 してきた ことと密接に関係 してい る。 同時
に,そ のことは,ラ ン カシ ャーの新繊維 工業におい ては,他 の諸州 に 比 較 し
て,農 業 と結びついた小規模 経営か ら自力 で資本家 に上昇す るチ ャンスが より
多 く存在 した こととも関係 して い る(後者が歴史的に圧倒的なコースではなかった
としても,かなり多 くのケー・スを確認し得る)。
マン チ ェス ターを中心 とす るランカシ ャーのフ ァスチ ャン工業 ない しは木 綿
工業 は,最 初,伝 統的 な羊毛工業の敵 ではなか ったので,羊 毛工業保護のため
の絶対主義的規制 の枠外 で発展す ることが で きた ことは前述 した通 りであ る。
と.Cろで,17世紀末葉にな ると,イ ン ド産の綿織物 の輸 入がかな り大 量 と な
り,羊 毛工業を圧迫す るに至 り,政 府 と議会は,特 権的 な毛織物製造業者や絹
織物製造業者 の運動に おされて,1700年の法令に よって,イ ン ド,ペルシァ,
中国か らの捺染 綿織物,も し くは浸染綿織物 の輸入 と,そ れ らの販売お よび使
用を禁止した(16)。
染色 されたキ ャラコの輸入は禁止 され て も,原 綿 と未 染色の白キ ャラ コの輸
入は 自由であ ったので,イ ン グラン ドで染色 して,着 用 もし くは家具用に販売
す るため の もの として,未 染色の 白キ ャラコが大量に輸入 され る ようにな った
q7)。したが って木綿工業 の染色過程は急 速に発展 し,大量需要へ の準備が急速
に進め られた。
1703年頃 には,毛 織物製造業者 によ って,さ らに強力な規制が国会 に請願 さ
れ.1719年には,請 願は,怒 涛 のごと く行なわれ,1721年に,綿 に対す る第2
の規制 法令が出 された ⑱ 。 この法令に よって,外 国からの ものは もち ろ ん の
こと,国 内において染色 されたキ ャラコの売買 と使用,も し くは着用 も禁止 さ
れ,こ れ に違反 した場合,個 人については5ポ ソ ド,商人については20ポン ド
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の罰金が課 され る ことに な った。 この法令か ら適用を除外 された ものは,プ ル
ーに染め られたキ ャラコとモス リン(muslin)とファスチ ャソな どだけで あ っ
て,他 の ものは,一 部分 で も原綿が織物 に混 入 され てい ても禁止の対象 とな っ
た(19)。
イン ド産 のキ ャラ コの輸 入 と使用が禁止 され ると,イ ギ リスにおけ るそれ ら
の愛 好者であ った人達 は,い くらか で もそれに似通 ってい るファスチ ャンを全
面的 に使 用す るよ うに な った。 この ことは,そ の ときまでに,1世 紀以上 に も
わた って存 在 して きた ファスチ ャソ生産を急速 に発展 させ ることに な った。
フ ァスチ ャン工業は,1720年までに,か な りの重 要 さを持つ に至 ったが,そ
れ までは,外 見上は,羊 毛工業を中心 とす る従来か らの繊維工業 と深刻な競争
関係にたつ ことはなか った。 しか し,そ れ は,1721年の法令 の通過後,イ ギ リ
ス繊 維工業 の内部において,非 常に重要 な地位を獲得す るに至 り,そ れ ととも
に,と くに1735年には,毛 織物 と関係 した業者を中心 とす る攻 撃に遭遇 した。
フ ァスチ ャン工業 の脅威 を除か ん とす る毛織 物製造業者の妨害運動 は,か な り
はげ しい ものがあ り.捺 染 フ ァスチ ャソの使用は.1721年の法令に抵触す る と
い う訴 え まで出 る始末 であ った。
以上 の ように,特 権 的な毛織 物製造業者は,同 業内部において新 規には じめ
ようとす る人達を法令を楯に とって きび しく規制 したばか りではな く,1世 紀
以上に もわ た って存在 してきた フ ァスチ ャン工業にたい して も,法 的 規制 を強
化 しよ うとしていた。 しか し,当 時,最 も熱愛 していた イン ド・キ ャラコの使
用が禁止 され て,フ ァスチ ャソをそれに代替 させ ざるを得な くな っていた イギ
リス人 の フ ァスチ ャソ需要 の増大は,フ ァスチ ャソ工業 の関係者に,今 まで以
上に イン ド・キ ャラコに模倣せ しめ る技 術を習得 させたばか りでは な く,多 数
の人達を フ ァスチ ャソ工 業に関係 させ ることにな った。す なわ ち,そ の織 布過
程 に600人,紡績過程に2,400人を数 えることがで き(20},その他仕上過程や流
通過程 をみた場合.そ の数 は彩 しい もの とな った。
ファスチ ャソ製造業者 とフ ァスチ ャソ商人は,マ ンチ ェス ター と リバプール
を中心にか な りの地歩 を築 き,流 行を追 う一般 消費者 とも密接に関係 したばか
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りでは な く,支 配者層 との関係 も持 ちは じめたため,フ ァスチ ャンを製造 し,
使用す ることの違法性を たえず訴 え,主 張 してきた毛織物製造業者 の攻撃をは
ね のけ ることがで きるよ うにな った。
す なわ ち,1736年のマンチ ェス ター条令(theManchesterAct)は,麻糸 と綿
糸 との交織布 であ る ファスチ ャソの使 用を違法 でない旨あらため て天下に表明
し,1721年の立法 もその精神に基 いた ものである ことを明記 した。 この法令に
お いて も,捺 染 の純 綿布 の使用は禁止 され てお り,こ の禁止措置は,工774年,
リチ ャー ド・アー クライ ト(RichardArkwright)の要求が受 入れ られ るまで継
続 した。 当時,純 綿布 の使用が禁止 され ていた とは いえ.本 来 の木綿工業 に発
展す る性格 を持 った フ ァスチ ャン工業 は,ラ ンカシ ャーのマ ンチ ェス ターを中
心 に,ア ダム ・ス ミスの 自由とは異な るが,と にか く発展の 自由をか ち得た。
(1)琴 野 孝 氏 著 「イ ギ リス産 業 革 命 史 研 究 」21頁。
(2)LewesRoberts,TheTreasureofTraMc,p.32.EdwardBaines,HistoryoftheCotton
ManufactureinGreatBritain,p.100.PaulMantoux,TheIndustria!Revolutionin
theEighteenthCentury,p.203,(ボー ル ・マ ン5一 著,徳 増 栄 太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠 藤 輝 明













価Φ この 条 令 を,徒 弟 条 令 と 言 うか 職 人 条 令 と言 うか は,並 べ ら れ た 規 制 対 象 の 中 で 最 初 の も の を
と るか,最 後 の も の を と る か に か か っ て い る 。 従 来 は,徒 弟 条 令 と 言 う もの が 多 か っ た が,最
近 は,む し ろ 規 制 対 象 の 第1の も の を 尊 重 し て 職 人 条 令 と 言 う も の の 方 が 多 くな りつ つ あ る。
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し た が っ て,こ の 条 令 は,ど ち らか 一 方 を 尊 重 し て 言 うの だ とす れ ば,従 弟 条 令 と言 う よ り も
職 人 条 令 と言 っ た 方 が む し ろ 一 般 的 で あ る。
llPPaulMantoux,TheIndustrialRevolutionintheEighteenthCentury,pp、463--464.
(ポー ル ・マ ン トー 著,徳 増 栄 太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠 藤 輝 明 諸 氏 共 訳 「産 業 革 命 」653頁)。
a2こ の 条 令 は,16-17世 紀 に お い て も っ と も有 効 に 適 用 され た が,18世 紀 に な る と 実 効 を 失 い,
1814年1こ廃 止 さ れ たo
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